
ふじばやし詠子後援会
〒830-0027   久留米市長門石4-8-30
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　メール　 eikofjb@icloud.com
　ＦＡＸ　０９４２−３５−４５１１
ホームページ　　藤林詠子

ふじばやし
小さな声こそ  たいせつに　2025年11 検 索

　　　　ふじばやしの提案
　■公立保育園で行っているＣＡＰプログラムを
　　すべての５歳児に提供する
　■里親制度の普及啓発を
　■県の児童相談所と市の人事交流を
　■中核市として久留米市の児童相談所設置検討を

初めて傍聴に参加させて頂き、感動
しました。もっと多くの市民や関係者にも
聞いてほしいと強く思いました。

　虐待の現状や対策，里親制度など知らないこと
が多かったです。
児童相談所の設置も居場所づくりも，必要なこと
を訴えていただいていることに感謝です。
いろいろな場所に足を運びたくさんの人と語らい、
何が必要か考え、たくさんの書類にも目を通され…、
すごいですね。
私たち一般市民ができること，NPO法人としてできる私たち一般市民ができること，NPO法人としてできる
　ことは何か，あらためて考えさせられました。　ことは何か，あらためて考えさせられました。

を

傍聴しました

９月議会
 すべての５歳児にＣＡＰプログラムを！

藤林の質問は、録画映像でご覧いただけます。
（46分間）

ＣＡＰプログラムとは
　子どもへの暴力防止プログラム
子どもがいじめ・虐待・体罰・誘拐・性暴力など
さまざまな暴力から自分の心とからだを守る
暴力防止のための予防教育プログラム

キャップ

キャップ

　

久
留
米
市
で
５
歳
の
子
が
母

親
に
よ
る
虐
待
で
死
亡
し
た
事

件
か
ら
15
年
が
経
ち
ま
し
た
︒

そ
の
後
︑
久
留
米
市
で
は
死
亡

事
件
は
起
き
て
い
ま
せ
ん
︒

　

ふ
じ
ば
や
し
は
︑
こ
の
事
件

も
含
め
︑
子
ど
も
へ
の
傷
害
罪

で
親
が
逮
捕
さ
れ
る
事
件
の
裁

判
は
で
き
る
だ
け
傍
聴
し
て
き

ま
し
た
︒
そ
し
て
︑
裁
判
か
ら

わ
か
る
こ
と
を
施
策
に
反
映
さ

せ
よ
う
と
議
会
で
提
案
し
て
き

ま
し
た
︒

　

そ
の
後
︑
市
は
︑
社
会
福
祉

士
の
採
用
︑
職
員
研
修
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
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ま
た
︑
学

校
や
保
育
園
︑
主
任
児
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委
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や
民
生
委
員
さ
ん
達
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研
修
・
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携
が
増
え
︑﹁
じ
じ
っ
か
﹂な

ど
子
ど
も
に
関
わ
る
団
体
が
増

え
ま
し
た
︒

　

さ
ら
に
︑４
年
前
か
ら
Ｃ
Ａ
Ｐ

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
小
学
校
４
年
生

全
員
に
提
供
し
始
め
ま
し
た
︒
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虐
待
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け
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﹂
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﹁
子
育
て
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ど
も
の
支
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﹂
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民
で
幅
広
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組
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で
き
ま
し
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︒

　

最
近
︑
児
童
虐
待
件
数
は
増

え
て
い
る
も
の
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︑
重
大
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事
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き
て
い
ま
せ
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︒
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は
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多
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方
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の
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︒
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共
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︑
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も
共
有
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︑
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︒
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︑
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︑
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ふじばやし
あっちこっち
ふじばやし

あっちこっち

27
日

　

札
幌
の
社
会
福
祉

法
人
麦
の
子
会
を
視
察
︒

久
留
米
の
じ
じ
っ
か
や
ポ

レ
ポ
レ
︑Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
に
考

え
方
が
似
て
る
な
と
思
っ

た
︒自
助
グ
ル
ー
プ︵
同
じ

悩
み
の
人
の
集
ま
り
︶の

力
は
素
晴
ら
し
い
︒

31
日

　

❖
福
岡
市
立
き
ぼ

う
中
学
校︵
夜
間
中
学
校
︶

の
報
告
を
聞
く

　

❖
社
会

福
祉
法
人 

拓
く 

の
25
周
年

パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
席

９
月

６
日

　

講
演﹁
不
登
校
の
ミ

カ
タ
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
﹂に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参

加︵
ダ
ン
デ
ラ
イ
オ
ン
主

催
︶

７
日

　

久
留
米
市
身
体
障

害
者
福
祉
協
会
創
立
70
周

年
記
念
福
祉
大
会
で﹁
身

障
協
会
の
歴
史
と
こ
れ
か

ら
の
歩
み
﹂に
つ
い
て
講

演
を
し
た
︒

９
日

　

武
雄
に
あ
る
炭
鉱

住
宅︵
ふ
じ
ば
や
し
の
実

家
︶を
東
京
理
科
大
や
福

岡
大
学
︑長
崎
大
学
の
建

築
の
先
生
が
見
に
来
ら

れ
た
︒炭
鉱
住
宅
の
研
究

を
し
て
る
グ
ル
ー
プ
だ

そ
う
だ
︒

 　
10
日

　

長
門
石
校
区
敬
老

会
に
来
賓
出
席

　　
13
日　

徳
永
哲
也
さ
ん

︵
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
理
事

山
田
堰
土
地
改
良
区

　

前

理
事
長
︶の
講
演﹁
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
に
命
の
水
を
〜

中
村
哲
医
師
が
歩
い
た
道

と
志
﹂

14
日

　

カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
研
修

 　
７
月

20
日

　

盲
人
協
会
青
年
部

九
州
大
会
で
︑防
災
の
講

演
を
し
た
︒

 　
21
日

　

岐
阜
市
で
障
害
者

の
自
立
と
政
治
参
加
を
す

す
め
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

全
国
大
会 　

８
月

５
日

　

筑
後
川
花
火
大
会

障
害
者
席
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　
９
日

　

被
爆
80
周
年

　

長

崎
原
爆
犠
牲
者
平
和
祈
念

式
典
に
参
列

 　
11
日

　

久
留
米
空
襲
慰
霊

祭

 　
15
日

　

久
留
米
空
襲
の
演

劇﹁
青
色
と
灰
色
の
境
界

線
﹂を
鑑
賞

 　
17
日

　

映
画﹁
不
屈
の
夏
﹂

上
映
会
︒難
病
Ａ
Ｌ
Ｓ
に

な
っ
た
畠
中
一
郎
さ
ん︵
久

留
米
附
設
高
校
出
身
︶が

患
者
支
援
の
財
団
を
つ
く

り
︑フ
ラ
ン
ス
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
患

者
オ
リ
ビ
エ
さ
ん
の
活
動

を
描
い
た
映
画
を
全
国
で

上
映
︒久
留
米
の
上
映
会

を
お
手
伝
い
し
︑丁
寧
に
生

き
る
こ
と
︑命
を
い
と
お
し

く
思
う
こ
と
な
ど
考
え
た
︒

 　
20
日　

﹁
社
会
的
養
護
等

全
国
自
治
体
議
員
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
わ
っ
か
﹂で
︑静

岡
市
里
親
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
を
視
察

 　
22
日

　

西
鉄
久
留
米
駅
周

辺
の
若
者
を
支
援
し
て
る

藤
野
荘
子
さ
ん︵
あ
い
む
︶

の
講
演

　
23
日

　

❖
久
留
米
運
送
労

働
組
合
地
域
交
流
会
に
参

加

 　
❖
日
本
精
神
保
健
福
祉
士

協
会
全
国
大
会
に
参
加

︵
小
倉
︶

　令和５年７月豪雨の災害復旧費用のため、イベントや備品購入な
ど廃止・縮小した事業がたくさんあります。
　図書費は、その一例です。買えなかった６千冊分を令和６年度、
７年度に増額しているわけで
はなく、災害は、被害を受け
た市民だけでなく、市民生活
全般に影響を与えました。
　一方、災害対応で減った基
金（市の貯金）１０億円は、そ
の後、回復できていません。
今後の災害などの危機に備え
るには、基金を積む必要があります。

　　わからないことは、市民に聞こう
市民参画は、遠回りのようで近道

　    本が６千冊買えなかった
　豪雨の影響は、市民生活全般に、
　　　　　　そしてその後の財政運営に及ぶ

令和６年度決算委員会でふじばやしが提案しました

安心して相談できる相談室、窓口に

人工芝は、マイクロプラスチックになる

９月14日  六角堂広場でダンスを踊った
ポップコーンの二人と

カラーユニバーサルデザイン
　緑色が白っぽく見えたり、赤と緑、黄と黄緑
が見分けにくいなど、色の見え方の特性がある
人は、日本人男性の２０人に１人、女性の５０
０人に１人いるそうだ。市の広報誌や公共施設
のサインを、色の見え方の多様性に配慮したも
のにしてほしい。色のコントラストを工夫し、
形や文字も含めて表示するなどしてほしい。
　市　職員研修を行い取り組みます。

●デートＤＶ防止講座をすべての中学校で実施してほしい。
予防教育は、DV 加害者、被害者を生まないために効果的。

●スクールソーシャルワーカーに子どもが直接相談できるよ
うにしてほしい。子どもが家庭の心配なことを直接話せ
る機会をつくるべき。

●夜間中学校、学びの多様化学校の検討してほしい。

　敷物、マットとして便利な人工芝は、削れて、川、海に流れ、
海洋生態系に影響を与えると問題になっています。
公共施設で人工芝の使用中止や流出防止の管理を
きちんとしてほしい。
　市　環境部から各公共施設に知らせます。

　市役所の相談室や窓口は　隣に声が聞
こえる、狭い、「きれいではない」など市
民の不満をききます。
　安心して個人的なことを話せるように改
善してほしい。
　市　調査して課題をまとめます。

　行政計画策定のために市は、市民意識
調査などを行いますが、調査結果とその背
景や要因との因果関係が分かりにくくなっ
てます。人の生活は多様で、推測には限
界があります。
　不登校対策で新たな展開ができたきっ
かけは、久留米市不登校対応方針策定委

員会に不登校経験者や保護者が入ったこ
とでした。
　同じように、「当事者に聞く、当事者と
計画をつくる、事業実施や評価も市民と
共にする」ことがもっと必要です。
　市は、「市民参画を広げる工夫をしてい
く」と答えました。

ごみ量はなぜ
減少している？
　（環境部）

子どもの読書の
不読率は

なぜ増えている？
（図書館）

バスに
乗らないのはなぜ？

 （交通政策課）

わからないことは 市民に聞いてみよう!!

原因が詳しくはわからない････ たぶん、こういうことじゃないかな～

「わからない事はわからない

と言って聞いていく事が大切」

との藤林さんの発言に、 ウン

 ウンとうなづきました。

 誰にも言える事ですよね。

　私は、昨年、被害のひどかった竹野小付

近を通り、復興の祭が行われているのに

出くわしました。一生懸命に復興に取り組

んであることが伝わってきました。

　藤林さんの質問で図書費が削られてい

るのを知り、災害復興と文化的な事の予算災害復興と文化的な事の予算

分配が本当に難しい分配が本当に難しいな　と感じました。

　地元の学校で読み聞かせボランティア読み聞かせボランティア

をしているので、図書費の削減は痛いと

　　思いました。

　電動車いすで傍
聴に行きましたが、
議場の入口が自動
ドアではないので入
れません。
　そして車いすのス
ペースが２つしかあ
りませんでした。

　初めて傍聴させていただ

き、議会で発信していくこと

が大事であると実感しました。

　住民がつくる「居場所、小住民がつくる「居場所、小

さな拠点さな拠点、つながり」、つながり」の質問

で、インフォーマルな活動が

大事であることを十に伝えて

いただきました。

　多くの行政計画があり、担

当課の連動性はどうなってい

るのだろうと疑問に思っていま

す。現場レベルで顔の見える

関係はできてきましたが、最

終的には、 仕組みづくりに

なるかなと思っています。

予　算 決　算 差 

3,835 万円 2,930 万円 ▲９０５万円
23,788 冊 17,746 冊 ▲６,０４２冊　

９月議会
９月議会

傍聴しました

傍聴しました



物 価 高 が止まらない

作：あい
お願い事

がまんせず、 最後のセーフティネット、生活保護の相談を
　ふじばやしにご連絡ください

　先日、ある方の生活保護申請に同席しました。
電気代の滞納で電気をとめられて親戚の家で過ごしたという話をきいて、
生活保護をすすめました。
　「実は、友人が一緒に市役所に連れて行ってくれて、生活保護の説明を
聞いたが、まだわからないことがあって申請をためらっている」とのこと
でした。私から説明したところ、納得し、申請を決められましたので、
一緒に生活支援課に行き、手続きをされました。

　生活自立支援センター（市役所 3 階）
　家賃が払えない、食費がない、借金が返せない、ひきこもり等
生活の中で困りごとの相談ができます。
電話 0942‐30‐9185（西部）　 0942‐30‐9113（東部）

私たち一般市民ができること，NPO法人としてできる
　ことは何か，あらためて考えさせられました。

ふ
じ
ば
や
し
は

ま
き
せ
あ
き
子
さ
ん
を

　
　
　
　
　
　

   

応
援
し
ま
す

近ごろの藤林家

　去年、えーるピア文化祭のバザー
で買ったへちまが食器洗いとして使
い勝手がよく、使った後は土にも
どせるし、エコで感動しました。
　友人に頼んで種と苗を分けても
らい、初めてへちまを植えました。
１本の苗だけがぐんぐん育ち、へち
まが３０本以上とれました。
　乾かすのに失 敗もあったけど、
スポンジがたくさんできました。

　賃金上昇が物価上昇に追いつかない。年金は、上がらない。
格差の問題は解決できてない。この状況は国の政策で根本的
に改善すべきと思います。
　１回きりの給付金では、根本的なことは解決しませんが、今の状
況では、市が低所得世帯への給付を行うのも一案だと思います。

大木町では、非課税世帯に6,000円のお
米券が届いたそうだ。小郡市は非課税世帯
は３万円、追加で子ども1人あたり２万円だ。
　久留米市も何らかの対策を取ってほしい。

正社員ですが、夜、スーパー
のレジでバイトを始めました。
会社には内緒です。先のこ
　とがいろいろ心配だから。

今年の夏はスイカもブド
ウも梨も買えませんでし
た。果物はぜいたく品に
　　　なりました。

物価高の影響が生活費
に響いています。
今まで続けてきた募金を
　やめました。

年金生活の私は、
半額シールを
探してスーパーを
　徘徊しています。

11  月  16  日 
鳥 栖 市 議 会 議 員 選 挙
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